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１．はじめに 
 現在，国立国語研究所では，日本語歴史コーパスが構築中である (近藤 2012)。そして，2012年 12
月には，平安時代の仮名文学作品10作品の短単位解析済みデータが先行公開された。また，言語資源
の整備にともない，中古和文の語彙や文体に関する研究も進められている（須永 2011, 小木曽 2012）。 

 本研究の目的は，中古和文コーパスを分析対象とし，個人文体とジャンル文体の関係を明らかにす
ることである。安本 (1982) は，現代日本の作家の文章における 15の文体項目を対象に，因子分析を
用いて，個人文体とジャンル文体の類型化を行っている。しかしながら，中古和文を対象とする場合，
個人文体とジャンル文体の区別はそれほど簡単にはできない。なぜならば，歴史的な資料は現代語の
資料と比べて圧倒的に数が限られているからである。その結果，あるテクストと別のテクストの間に
見られる言語的差異が，書き手の差によるものなのか，ジャンルの差によるものなのか，はたまた年
代の差によるものなのか，を見分けることが難しくなる。そこで本研究では，紫式部の『源氏物語』
と『紫式部日記』，そして『更級日記』における助詞・助動詞の使用傾向を調査し，多変量解析など
の統計的手法を用いて，書き手による文体差とジャンルによる文体差の関係について検討する。 
 
２．中古文学の計量文体研究 
 中古文学の文体研究の多くは，この時代を代表する文学作品である『源氏物語』を対象にしている。
また，計量文献学の分野においても，『源氏物語』の作者の推定に関わる研究がなされてきた。たと
えば，安本 (1958) は，『源氏物語』を宇治十帖10巻とそれ以外の44巻に分けて統計的検定を行った
結果，両者の作者が同一人物であるとは言い難いと結論付けている。これに対して，新井 (1997) は，
五十音図の頭子音行列と母音列別の頻度データに基づいて，宇治十帖の作者は他の諸巻の作者と別人
であるとは考えられないとする。同様に，土山・村上 (2012) も，名詞，動詞，形容詞，形容動詞，副
詞，助詞のそれぞれを変数とする主成分分析とランダムフォレストを行い，宇治十帖他作者説を退け
ている。『源氏物語』の成立論に関して，村上・今西 (1999) は，高頻度の助動詞を変数とする数量化
Ⅲ類を行い，(1) 第1部の紫の上系物語，(2) 第2部全てと第3部の宇治三帖，(3) 第1部の玉鬘系物
語，(4) 第3部の宇治十帖の順で執筆されたという仮説を提唱している。さらに，他の文学作品との比
較に関して，土山・村上 (2011) は，名詞，動詞，形容詞，形容動詞，副詞，助詞，助動詞のそれぞれ
を変数とする主成分分析とクラスター分析を行い，『源氏物語』の使用語彙と『宇津保物語』の使用
語彙の間には顕著な差が見られると報告している。 
 また，物語文学と日記文学を計量的に比較した研究として，坂東 (1990) が挙げられる。この論文で
は，『枕草子』と『紫式部日記』における名詞率，MVR（動詞数に対する形容詞，形容動詞，副詞，
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連体詞の総和数の割合），形容詞，色彩語についての比較が行われている。ただ，その目的は「それ
ぞれの作品の個別的文体」を明らかにすることであり，個人文体とジャンル文体の関係に光を当てる
ものではない。 
 
3．調査方法 
3.1 資料 
 本研究で調査対象とする資料は，新編日本古典文学全集の『源氏物語』と『紫式部日記』である。『源
氏物語』に関しては，第1部の「桐壺」と「若紫」（いずれも紫の上系物語）と第3部の「橋姫」と「夢
浮橋」（宇治十帖の最初の巻と最後の巻）を対象とする。 
 これらの紫式部による作品に加えて，『更級日記』も調査対象に含める（このデータは，西端ほか 1996
に基づいている）。菅原孝標女による『更級日記』を含めたのは，個人文体とジャンル文体の関係，言
い換えれば，書き手による言語的特徴の違いとジャンルによる言語的特徴の違いの関係を明らかにす
るために，紫式部以外の手によるテクストが必要であるからである。なお，菅原孝標女は『源氏物語』
を愛読していたとされ，『更級日記』の文体も『源氏物語』の強い影響を受けていると言われている (上
野 1991, 上野 1994)。 
 また，これらの資料に対して自動形態素解析を行い，解析誤りを手作業で修正した。データに付与
されている単語情報は，形態素解析辞書中古和文UniDic (小木曽ほか 2010) で採用されている短単位
に基づくものである。 
 
3.2 変数 
 本研究では，各テクストにおける助詞と助動詞の語彙素の頻度を変数とする。これらの変数を選ん
だ理由は，日本語が膠着語であり，助詞や助動詞が表現の論理や情緒を表すにあたって重要な働きを
持っているからである (此島 1971)。なお，個々のテクストの総語数が異なるため，分析にあたっては，
必要に応じて，観測頻度を出現率に変換した相対頻度を用いる。 
 
3.3 手法 
 各テクストにおける助詞と助動詞の頻度を分析するにあたって，最初にカテゴリー別の頻度をバー
プロットで視覚化する。次に，個々の助詞や助動詞の観測頻度に基づく相関係数を算出し，テクスト
の類似度を求める。さらに，テクストと変数の関係を把握するために，多重因子分析とクラスター分
析による次元縮約を行う。そして最後に，対数尤度比を用いて，個々のテクストに特徴的な助詞と助
動詞を抽出する。 
 
4．結果と考察 
4.1 変数の分布 
 図1は，中古和文UniDicによる形態素解析の結果に基づき，格助詞，係助詞，終助詞，副助詞，接
続助詞，助動詞の頻度の相対頻度を視覚化したものである。この図を見ると，他のテクストと比べて，
『更級日記』における格助詞の頻度が高い。そして，物語文学と比べて，日記文学における助動詞の
頻度が低い。これらについては，後段で詳しく見る。 
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図1 各テクストにおける助詞・助動詞の相対頻度 
 
4.2 テクストの相関関係 
 図2は，個々の助詞と助動詞の観測頻度に基づき，各テクスト間の相関係数（Pearsonの積率相関係
数）を求めた結果である。これを見ると，最も高い値は「桐壺」と「橋姫」の0.988，最も低い値でも
「夢浮橋」と『紫式部日記』の0.893であり，全体的に非常に高い値となっている。本研究の調査対象
がいずれも11世紀のテクストであることから，大まかな助詞と助動詞の使い方は極めて類似したもの
になっていると思われる。 
 
4.3 テクストと変数のクラスタリング 
 前節までの分析手法では，助詞と助動詞の使用傾向に関して，各テクスト間における顕著な差異は
認められなかった。しかしながら，これまでの多くの研究において，『源氏物語』と『紫式部日記』，
あるいは『源氏物語』における宇治十帖と他の巻との文体差が指摘されてきた（上野 1990, 野村 1970a, 
野村 1970b, 安本 1958）。本節では，多重因子分析とクラスター分析を用いて，高次元のデータを低次
元に圧縮し，その結果を直感的に解釈しやすい形式での視覚化を試みる。 
 以下は，個々のテクストをケースとし，助詞と助動詞の頻度を変数とした多重因子分析の結果であ
る。多重因子分析は（因子分析ではなく）主成分分析の一種であり，変数をグループ（群）に分けて
指定することができる (Wong et al. 2002, Pagès 2004)。この分析では，格助詞，係助詞，終助詞，副助
詞，接続助詞，助動詞という 6つのカテゴリーを変数のグループとして指定した。まず，図 3は大局
的ケース図であり，partial pointsとの結線を表示したものである。これを見ると，第2象限に『紫式部
日記』と『更級日記』という日記文学がプロットされている。次に，図 4 は大局的負荷図であり，格
助詞の多くが左上（第 2象限）を向いていることは注目に値する。また，図 5は群表示であり，終助
詞以外の 5つのカテゴリーが第 1主成分に同等に寄与しており，第 2主成分には助動詞が最も寄与し
ている。そして，図 6が群の大局への寄与であり，接続助詞と係助詞の第 1主成分が大局分析の第 1
主成分に高く相関し，それ以外の 4つのカテゴリーの第 1主成分が大局分析の第 2主成分に高く相関
していることが分かる。 
 

241



 

図2 各テクストの相関関係 
 

 
図3 大局的ケース図 
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図4 大局的負荷図 

 

 
図5 群表示 
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図6 群の大局への寄与 

 

 
図7 ケースと変数のクラスター分析とヒートマップ 
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図8 変数のクラスター分析（拡大） 
 

 図7は，ケース（テクスト）と変数（助詞・助動詞）の双方に対して階層型クラスター分析を行い，
ヒートマップとともに表示した結果である。分析にあたって，ケース間の距離の計算には，値が小さ
く差が少ないデータ同士に対しても非常に感度が高いとされているキャンベラ距離 (Gorden 1999) を
用いた。また，クラスター間の距離の計算には，クラスターの各値からその質量中心までの距離を最
小化するため，他の距離関数に比べて分類感度が高いとされているウォード法 (Anderberg 1984) を用
いた。1 そして，ヒートマップとは，クラスター分析に使われている元データ（ここでは，助詞・助
動詞の頻度行列）に含まれる値の大小を色で表す視覚化手法である (Chaussabel 2004)。 
 図7におけるケースクラスタリングの結果を見ると，左側に日記文学（『紫式部日記』，『更級日記』），
右側に物語文学（「桐壺」，「夢浮橋」，「若紫」，「橋姫」）がクラスターを形成している。また，『源氏物
語』における紫の上系物語（「桐壺」，「若紫」）と宇治十帖（「橋姫」，「夢浮橋」）の差異は認められな
い。この結果をまとめると，少なくとも本研究で調査対象としたテクストにおける助詞と助動詞の頻
度を変数とした分析では，書き手による文体差（個人文体）よりもジャンルによる文体差（ジャンル
文体）の方が大きいことを示している。上野 (1990) は，「『源氏物語』と『紫式部日記』の文章が類似
し，同一の傾向を潜在的に共有しているにせよ」，「日記と物語とは，やはり別種の作品」であるとす
る。本研究の結果は，助詞と助動詞の使用傾向から，この説を計量的に裏付けるものと言えるだろう。 
 なお，図8は，図7における変数クラスタリング結果を拡大し，右に90度回転させて表示したもの
である。図 8を見ると，大きく 2つのクラスターが形成されており，左側のクラスターには副助詞と
終助詞が，右側のクラスターには格助詞と係助詞が多く含まれている。 
 
4.4 各テクストに特徴的な変数 
 本節では，対数尤度比 (log-likelihood ratio, LLR) (Dunning 1993) を用いて，各テクストに特徴的な変
数を抽出する。この抽出指標は，『古典対照語い表』を用いた古典作品別の特徴語抽出 (宮島・近藤 2011) 

                                            
1 ウォード法にはユークリッド距離を用いるのが基本であるが (Romesburg 1973)，計量文献学の分野で
はキャンベラ距離とウォード法の組み合わせを用いることもある (石田 2008, 金 2009)。 
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にも利用されているものである。なお，あるテクストに特徴的な変数を抽出するにあたっては，それ
以外の5つのテクストを比較対象とする。 
 表 1 は，対数尤度比を用いて，各テクストに特徴的な助詞，助動詞を抽出した結果である。この表
を見ると，「桐壺」を最も特徴付ける助動詞として，敬語の「す」と「さす」が抽出されていることで
ある。これらの助動詞は，他のテクストと比べて，「桐壺」に高い頻度で生起している（図9）。 
 

表1 各テクストに特徴的な助詞・助動詞 
桐壷 若紫 橋姫 夢浮橋 紫式部日記 更科日記 

語 LLR 語 LLR 語 LLR 語 LLR 語 LLR 語 LLR 

す 30.183 り 42.378 なむ 25.314 なむ 27.367 の 134.304 に 42.650 

さす 9.548 ば 37.110 む 12.629 む 14.841 たり 44.588 き 16.289 

けり 9.104 む 16.905 き 9.274 き 10.283 は 36.804 まし 11.119 

なむ 6.522 なり 9.333 ど 8.368 と 8.466 ぞ 34.139 けむ 10.481 

まで 6.101 と 9.208 と 6.415 ど 8.232     て 9.714 

のみ 6.059 なむ 9.039 こそ 4.974 こそ 5.404     ばかり 6.732 

を 5.496 哉 7.732 べし 4.107 しむ 5.279     が 6.632 

だに 5.377 とて 7.493 らむ 3.381 か 4.218     らる 6.613 

まうし 4.846 つ 7.012 か 3.224 べし 3.447     たり 6.036 

    や 6.254             へ 5.712 

    ど 5.368             より 5.435 

 

 
図9 助動詞「す」，「さす」の分布 

 

 また，宇治十帖の「橋姫」と「夢浮橋」に特徴的な助詞と助動詞が極めて類似している。そして，『更
級日記』から「に」，「が」，「へ」，「より」という格助詞が抽出されている。『更級日記』に格助詞が多
く生起することは前述のとおりである（図1）。図10は，格助詞「に」，「が」，「へ」，「より」の頻度分
布を視覚化したものである。 
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図10 格助詞「に」，「が」，「へ」，「より」の分布 

 
5．おわりに 
 本研究では，紫式部の『源氏物語』と『紫式部日記』，そして『更級日記』における助詞・助動詞
の使用傾向を調査し，多変量解析などの統計的手法を用いて，書き手による文体差（個人文体）とジ
ャンルによる文体差（ジャンル文体）の関係について検討してきた。その結果，少なくとも今回分析
したデータにおいては，個人文体よりもジャンル文体の方が大きいことが明らかにされた。 
 今後の課題としては，まず，同時代の他のテクストや他の言語項目の分析を積み重ねていかなけれ
ばならない。また，助詞と助動詞を変数とする場合でも，「なら-じ」（2 語連結）や「なら-ぬ-を」（3
語連結）のような「助詞・助動詞相互の連結関係」(宇都宮 1966) を扱うことも考えられる。さらに，
テクスト全体を1つのケースとするだけでなく，「会話」，「歌」，「手紙」，「地の文」といった本文種別
情報 (小木曽 2012) を活用し，より詳細な文体分析を行う必要がある。 
 

文 献 
新井皓士 (1997). 「源氏物語・宇治十帖の作者問題：一つの計量言語学的アプローチ」 『一橋論叢』

117(3), pp. 397-413. 

石田基広 (2008). 『Rによるテキストマイニング入門』 森北出版. 
上野英二 (1990). 「紫式部における日記と物語」 『成城國文學論集』20, pp. 11-50. 
上野英二 (1991). 「更級日記と文学史」 『成城國文學論集』21, pp. 1-36. 
上野英二 (1994). 「菅原孝標女と源氏物語」 『成城國文學論集』22, pp. 1-27. 

宇都宮睦男 (1966). 「紫式部日記の文体―助動詞・助詞の連結から見た」 『国語教育研究』11, pp.65-71. 
小木曽智信 (2012). 「中古和文における語彙の文体差」 『NINJAL「通時コーパス」プロジェクト・

Oxford VSARPJプロジェクト合同シンポジウム「通時コーパスと日本語史研究」予稿集』 国立国語
研究所, pp.41-50. 
小木曽智信・小椋秀樹・田中牧郎・近藤明日子・伝康晴 (2010). 「中古和文を対象とした形態素解析
辞書の開発」 『情報処理学会研究報告』2010-CH-85(4), pp. 1-8. 
金明哲 (2009).  『テキストデータの統計科学入門』 岩波書店. 
此島正年 (1971). 「源氏物語の助詞」 山岸徳平・岡一男（編）『源氏物語講座 第7巻 表現・文体・

247



語法』 有精堂出版, pp. 266-293. 
近藤泰弘 (2012). 「日本語通時コーパスの設計について」 『国語研プロジェクトレビュー』3(2), pp. 

84-92. 

須永哲矢 (2011). 「コロケーション強度を用いた中古語の語認定」 『国立国語研究所論集』2, pp. 91-106. 

土山玄・村上征勝 (2011). 「源氏物語と宇津保物語における語の使用傾向について」 『人文科学とコ
ンピュータシンポジウム論文集—「デジタル・アーカイブ」再考』 情報処理学会, pp. 125-132. 
土山玄・村上征勝 (2012). 「語の使用頻度の計量分析による宇治十帖他作者説の検討」 『情報処理学
会研究報告』2012-CH-94(5), pp. 1-8. 
西端幸雄・木村雅則・志甫由紀恵 (1996). 『平安日記文学総合語彙索引：土佐日記・蜻蛉日記・和泉
式部日記・紫式部日記・更級日記』 勉誠社. 
野村精一 (1970a). 「宇治十帖の言語と文体」 『源氏物語文体論序説』 有精堂出版, pp. 228-262. 
野村精一 (1970b). 「紫式部の文体—紫式部日記について」 『源氏物語文体論序説』 有精堂出版, pp. 

263-305. 

坂東久美 (1990). 「『枕草子』と『紫式部日記』における文体の比較研究」 『徳島大学国語国文學』
3, pp. 64-69. 

宮島達夫・近藤明日子 (2011). 「古典作品の特徴語」 『計量国語学』28(3), pp. 94-105. 
村上征勝・今西祐一郎 (1999). 「源氏物語の助動詞の計量分析」 『情報処理学会論文誌』40(3), pp. 

774-782. 

安本美典 (1958). 「宇治十帖の作者—文章心理学による作者推定」 『心理学評論』2, pp. 147-156. 
安本美典 (1982). 「文章様式論」 宮地裕・樺島忠夫・安本美典 (編) 『講座日本語学8 文体史Ⅱ』 明
治書院, pp. 1-22. 

Anderberg, M. R. (1973). Cluster analysis for applications. New York: Academic Press. 
Chaussabel, D. (2004). Biomedical literature mining: Challenges and solutions in the ‘omics’ era. American Journal 

of Pharmacogenomics, 4(6), pp. 383-393. 
Dunning, T. (1993). Accurate methods for the statistics of surprise and coincidence. Computational Linguistics, 

19(1), pp. 61-74. 
Gordon, A. D. (1999). Classification. 2nd ed. Boca Raton: Chapman and Hall. 
Pagès, J. (2004). Multiple factor analysis: Main features and application to sensory data. Revista Colombiana de 

Estadística, 27(1), pp. 1-26. 
Romesburg, H. C. (1984). Cluster analysis for researchers. Belmont: Lifetime Learning Publications. 
Wong, S., Gauvrit, H., Cheaib, N., Carré, F., & Carrault, G. (2002). Multiple factor analysis as a tool for studying the 

effect of physical training on the autonomic nervous system. Computers in Cardiology, 29, pp. 437-440. 
 

関連URL 
統計と機械学習による日本語史研究 
 http://www.ninjal.ac.jp/research/project/c/statisticsja/ 
日本語歴史コーパス 
  http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/ 

中古和文UniDic 
 http://www2.ninjal.ac.jp/lrc/index.php?UniDic 

248


	中古和文における個人文体とジャンル文体（小林 雄一郎、小木曽 智信）
	１．はじめに
	２．中古文学の計量文体研究
	３．調査方法
	3.1 資料
	3.2 変数
	3.3 手法

	４．結果と考察
	4.1 変数の分布
	4.2 テクストの相関関係
	4.3 テクストと変数のクラスタリング
	4.4 各テクストに特徴的な変数

	５．おわりに
	文 献
	関連URL



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




